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 要  旨 
昨今地球温暖化や大気汚染、石油資源の枯渇問題など環境問題に対する関心は非常に高く、地
球温暖化対策として、温室効果ガス削減目標を達成するため様々な努力がされている。トラック
による荷物の配送を行う際に、配送経路の長さに応じて CO2や SOx などの環境に悪影響を与え
る物質が排出される。2005年の調査では、貨物輸送において合計 570,443百万トンキロのうち、
自動車が 58.7% で最大のシェアを占めており、トラックによる輸送の効率化を行うことは地球温
暖化対策として重要である。配送経路長を短縮化することにより、CO2 の排出量を抑えると同時
にエネルギーの節約にも繋がり、効率的な配送を行うことが可能となる。この配送経路長の短縮
化を図るために配送計画問題として様々な検討が行われている。その中でも車両の停留所である
デポが複数存在する場合は、複数デポ配送計画問題と呼ばれる。 
先行研究では、単一デポを対象としている問題は数多く見られるが、複数デポを対象としてい
る問題は少ない。また、トラックの出発点は到着点と同一であるとしているものがほとんどであ
り、発着点の相異による改善の可能性を考えているものは見当たらない。配送経路長の短縮化を
図るのであれば、発着点の相異を許した配送計画問題を扱う必要があるはずである。 
本研究では、複数デポ配送計画問題において、各デポにおける配送前後のトラック台数を変化
させ、発着点の相異を許すことの効果を分析した。従来の配送計画問題をトラックの発着点の相
異を許す場合に改訂し、0-1 整数計画問題として定式化し、最適な配送経路が求められることを
示した。各デポの配送前後のトラック台数を変化させ、最適配送経路長の比較検討を行った結果、
配送地点が一様に分布している場合、同じデポへ戻るのは効率的ではないことがわかった。配送
経路長に関しては、同じデポへ戻る場合よりも異なるデポへ戻るほうが短縮化でき、デポ間の距
離が大きいほど発着点の相異を許すことによる配送経路長の短縮効果は大きい。発着点の相異を
許すとき出発時においても、到着時においても各デポに均等にトラックが配置されるとき、最も
短い配送経路長となることが分かった。このように、トラックの発着点の相異を許すことで配送
経路長は短縮し、環境対策を行う上で有効であると言える。ただし、トラック運転手の乗車位置
と降車位置が異なるというデメリットがあり、この点についても考慮した研究は今後の課題とし
たい。 
 
